
 

平成２８年２月１２日  
国 土 交 通 省  
国土技術政策総合研究所 

 
 

「下水バイオガス中の CO2を活用した微細藻類（ユーグレナ）生産技術」      

実証施設が稼働開始 

国総研では、焼却処分されている下水バイオガス※から CO2を分離・回収し、回収した CO2と脱水分離

液※※を活用して、栄養補助食品や家畜・養殖魚の飼料等として注目を集めている微細藻類（ユーグレナ）

を生産する技術の実証事業を実施していますが、今般、実証施設が完成し、佐賀市長参加の下、完成記

念式典が２月１７日に開催されますのでご案内します。 

これにより、下水処理場での未利用資源を活用した高付加価値の飼料の生産を通じて、循環型社会の構

築に貢献することが可能となります。 

※下水バイオガス：下水汚泥処理の過程で発生し、メタンと CO2が主成分。約 3 割が余剰ガスとして焼却処分される。 

※※脱水分離液：下水汚泥処理の過程で発生し、高濃度の栄養塩類（窒素・リン）を含む。 

１．背景 

国土交通省では、下水道における新技術の研究開発、実用化および国内外への普及展開を推進し、

循環型社会の構築やコスト縮減等を実現するため、下水道革新的技術実証事業（B-DASH プロジェクト※）

を実施しています。平成 27 年度の採択技術として「バイオガス中の CO2 分離・回収と微細藻類培養への利

用技術」の委託研究を実施しています。 
※ B-DASH プロジェクト：Breakthrough by Dynamic Approach in Sewage High Technology Project 

国土技術政策総合研究所の委託研究として、民間企業、地方公共団体、大学等が連携して行う実規模レベルの実証研究 
 

２．実証研究の概要 

研究体：㈱東芝・㈱ユーグレナ・日環特殊㈱・㈱日水コン・日本下水道事業団・佐賀市 共同研究体 

場所：佐賀市下水浄化センター 

内容：下水バイオガスから CO2を分離・回収し、回収した CO2と脱水分離液を用いて微細藻類の培養等を

行うことにより、①CO2分離・回収性能、②微細藻類の生産性能、③脱水分離液中の栄養塩類の除

去性能、④事業性 等について検証を行います。 

 

３．完成記念式典 

場 所  佐賀県佐賀市西与賀町大字高太郎 2667 番地 佐賀市下水浄化センター 

日 時  平成 28 年２月１７日（水）１３:３０～１４：３０（受付１３:００より） 

主催者  ㈱東芝・㈱ユーグレナ・日環特殊㈱・㈱日水コン・日本下水道事業団・佐賀市 共同研究体 

 

４．問い合わせ先  

 マスコミの方の完成記念式典への参加に関しては別紙宛先へお申し込み下さい。その他については

下記問い合わせ先までご連絡ください。 

 【問い合わせ先】 

国土技術政策総合研究所 下水道研究部下水処理研究室 山下・田隝
た じ ま

 
TEL：029-864-3933 FAX：029-864-2817 E-mail：b-dash@nilim.go.jp 

資料配布の場所 
１．国土交通記者会 
２．国土交通省建設専門紙記者会 
３．国土交通省交通運輸記者会 
４．筑波研究学園都市記者会 
５．佐賀市政記者クラブ 
平成２８年２月１２日同時配布 



 

 

 

 

完成記念式典のお問い合わせ、および、取材については、下記までお申し込み下さい。 

 

佐賀市上下水道局 下水浄化センター 下水エネルギー推進係 担当：岡係長 

（電話:0952-22-0181 E-mail: koka@city.saga.lg.jp） 

 

 

 

 

バイオガス中の CO2分離・回収と微細藻類培養への利用技術実証研究 

完成記念式典 取材申込書 

 

 

 

会社名 氏 名 連絡先 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 



バイオガス中のＣＯ２分離・回収と微細藻類培養への
利⽤技術実証研究

実施者名 ：(株)東芝・(株)ユーグレナ・⽇環特殊(株)・(株)⽇⽔コン・⽇本下⽔道事業団・佐賀市 共同研究体
実証フィールド：佐賀市下⽔浄化センター
実証期間 ：平成２７年度〜
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実証フロー図

①ＣＯ２分離・回収性能
②微細藻類（ユーグレナ）の⽣産性能
③脱⽔分離液中の栄養塩類（窒素・リン）の除去性能
④事業性（経費回収年）

実証内容

下⽔バイオガスからＣＯ２を分離・回収し、回収したＣＯ２と脱⽔分離液を⽤いて微細藻類
の培養等を⾏うことにより、以下の検証を⾏う。

微細藻類ユーグレナ(和名：ミドリムシ)は
飼料・肥料等新たな⾼付加価値資源

としての利⽤が可能


